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開会時刻 午後１時３０分 

 

 ただいまから、令和４年第１２回教育委員会定例会を開催します。 

 本日は１名の方から傍聴の申出がありますが、許可してよろしいでしょう

か。 

 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 

それでは、傍聴人の方の入室を許可します。 

それでは、日程第１、署名委員を決定します。井戸委員と平井委員にお願

いします。 

 続いて、日程第２、議案の審議に入ります。 

第２５号議案、「全日本中学校特別活動研究大会・東京大会」開催に伴う

教育委員会後援名義の使用承認についてを議題といたします。事務局から説

明をお願いします。 

 

〔賛成者挙手〕 

 

全日本中学校特別活動研究会より、令和４年１１月５日（土）に実施され

る第５０回全日本中学校特別活動研究会・東京大会について後援名義使用の

承認申請がございました。申請のあった全日本中学校特別活動研究会は各都

道府県の特別活動研究会の理事を取りまとめる組織でございます。毎年、全

国各地で行われている特別活動の全国大会の運営等を行ってございます。 

なお、今年度は松江第五中学校の荒巻校長先生が会長を務めております。

本大会につきましては、平成２８年度、平成３０年度、平成３１年度に東京

大会として開催実績がございます。過去の大会においては江戸川区が会場に

なっていなかったため、後援名義の申請はございませんでしたが、今大会に

おきましては、松江第五中学校が会場となることから、後援名義の申請があ

ったものでございます。 

大会は全体会の後に学級活動の授業公開を行い、その後に記念講演を挟み

分科会を行います。全体会へは研究主題に対する考察を発表し、それに対し

て指導講評を受けます。その後、授業公開では、松江第五中学校の学級活動

を公開し、分科会では、発表者が研究発表を行い、これらに対して指導講評

を受けます。この分科会にも江戸川区の教員が研究発表者として登壇するこ

ととなってございます。 
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なお、昨年度の本大会は、新型コロナウイルス感染症の拡大防止のために、

オンライン開催で行っておりましたが、今年度におきましては、松江第五中

学校に参集して実施する予定となってございます。感染症対策といたしまし

ては、受付時に検温を行うこと、マスクの着用及び手指消毒の依頼、大会を

通じて常に換気を行うこと、昼食は黙食を呼びかけること。それらを徹底す

ることとしております。また、感染状況が悪化した場合には、リモート形式

での開催も検討するということになっています。 

以上のとおり、主催段階、大会の目的はもっぱら教育に関するものであり、

感染症対策も十分に講じられていることから後援名義の使用を承認してい

ただきたいと考えているところでございます。 

本件につきまして、ご審議のほど、よろしくお願い申し上げます。 

 

この件に関しまして、何か質問、ご意見等ございますか。 

 

特別活動の研究大会ということで、大変意義のあることだなと思います。

特に会場が松江第五中学校ということで、荒巻校長先生が研究会長で、それ

から、実行委員長の滝沢先生は 1年半ほど前に途中で本区から品川区に昇任

された先生でありまして、とても今、鈴ヶ森中学校でしっかり頑張っている

先生です。私は鈴ヶ森中学校の学校評議員をやっているんですけれども、と

ても精力的にやっています。それから、内容も松江五中の授業公開というこ

とがある、さらに分科会があります。とても具体的な内容が示されていくの

で、ぜひそれは成功させていただきたいなと思います。分科会の講師の米津

先生も本区関係の方ですので、そういった意味でも江戸川区が全面的に協力

していくということでぜひ進めていただきたいなと思います。 

 

ありがとうございます。ほか、いかがでしょうか。 

 

すみません、こちらの東京大会ということで、日本全国から先生が来られ

るということですが、東京では何名様ぐらいの先生方が来られるんでしょう

か。 

 

現段階で１００人程度の参加を見込んでおります。日本全国からいらっし

ゃいます。 

 

江戸川区に松江五中に来ていただけるということで、ぜひ成功させていた
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だきたいなという思いです。 

 

ほかになければ、第２５号議案は原案のとおり決定してよろしいでしょう

か。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 

それでは、原案のとおり決定いたします。 

続いて、日程第３教育関係事務報告にまいります。 

「日曜不登校相談の開催について」事務局から説明をお願いします。 

 

お手元に資料ございます。日曜不登校相談のお知らせというものがござい

ます。１枚目は各学校の校長宛のものでございます。２枚目が学校を介しま

して、保護者の方にお渡しするチラシとなってございます。なかなか平日相

談に来れない保護者または本人を対象に、日曜日に不登校相談を行うという

ことで、例年行っているものでございます。１年で２回行っているんですけ

れども、今年度は９月２５日（日）、そして年が明けまして、２月１９日（日）、

全て予約制となってございます。電話予約であらかじめ組数を確定し、この

日に実施するということでございます。 

ちなみに、昨年の１回目は７組１３名、２回目が３組６名の参加でござい

ます。その前の令和２年度の１回目が７組１３名、２回目が３組４名という

ような状況でございます。予約の件数が多い場合は、担当者を増やしまして、

グリーンパレスの相談室は多くございますので、そちらで時間内に対応して

いきます。 

 

コロナの状況で不明な部分はありますけれども、引き続き改善しながら行

っていきたいと思います。 

この件に関しまして、何か質問、ご意見等ございますか。 

 

このお知らせが学校から各ご家庭に回っていくと思うんですけれども、町

内会の回覧板でお知らせをするということはできないものでしょうか。例え

ば、おじいちゃん、おばあちゃんが子どもたち、孫のことが心配になってい

て相談したいということも考えられると思ったものですから、活用できる可

能性はあるでしょうか。 

 

確かにおっしゃるとおりだなと感じたところでございます。一方で、現在
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の方法で、基本的に全てのお子さん、ご家庭には届くのかなというふうに考

えてございます。お話のありました回覧版の場合は、周囲の目もありますの

で、この趣旨とは違う部分もあるのかなと考えます。 

 

分かりました。ありがとうございます。やっぱり不登校とかなってくると、

数多くのサポートが必要になってくるのかなと。その当事者だけの家族では

なくて、いろいろな方のサポートも絶対必要だろうなというところでちょっ

とご質問をさせていただきました。 

 

ほか、いかがですか。 

 

相談時間８０分ということで、時間に余裕があるのかなという気がしてい

ます。この相談の結果、不登校がなくなって改善されたとか件数の状況はい

かがでしょうか。 

 

こちら、平日行っている教育相談と全く同じものでございまして、そちら

を日曜日に実施するというものでございます。ですので、集計等は年間で相

談に上がってくる件数に含まれます。 

 

昨年の人数見たときに、７組１３人ということは、やはり子どもさんも一

緒に参加しているということですか。ご両親ということもありますか。 

 

例えば昨年の第１回目は７組１３名ですけれども、保護者か本人かという

のはこちらには書いていません。学年別の内訳はございます。例えば、第１

回目は小学生が３件、中学生が４件のあわせて７組ということですけれど

も、どちらが何人ということはありませんが、基本、保護者は必須でござい

ます。本人が一緒に話を聞きたいという場合は一緒に来ています。平日のグ

リーンパレスのほうに基本的にお母様と本人という形で来室されて相談し

ている様子は見ております。 

 

保護者またはお子さんと保護者が一緒に相談にきて、家でこんな生活して

いてどういう気持ちだとか、どうなったら学校に行きたいかとか様々相談し

ていただくことに対して適切にアプローチをして、子どもたちの居場所づく

りにつながっていくようにしていきたいです。 
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基本的に不登校の子どもたちですので、保護者の方と同席のケースがほと

んどですね。 

 

ほかになければ、ただいまの報告事項を了承いたします。 

以上をもちまして、令和４年第１２回教育委員会定例会を終了します。 

 

閉会時刻 午後１時４７分 

 


